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VI. 地地球球環環境境研研究究部部門門   
11..  メメンンババーー 

教授 日下博幸 

 植田 宏昭（学内共同研究員） 

准教授 ドアングアンヴァン 

研究員 浅野裕樹 

 中村祐輔 

学生 大学院生 29 名、学類生 7 名 

 

22..  概概要要 

地球環境部門における主な活動として, ある地域を対象とした地域規模の気象・気候の研

究と数値モデル、AI、機械学習などの気象の手法開発の研究がある。 

日下教授が推進する地域規模の気候の研究に関するプロジェクトとしては、科研費の「東

南アジアの発展する都市における極端高温・短時間強雨とヒートアイランドの相互作用（代

表・日下教授）」がある。このほか、環境省の環境研究総合推進費「全国主要都市に対する暑

熱・強風・雪の気候変動脆弱性アトラスの作成（代表・稲津將北海道大学教授）」および科研

費の「低高度孤立峰を利用した多角的観測に基づく非線形気象化学過程のシームレスな理解

（代表・梶野瑞王気象研究所主任研究官）」、本センターが文科省から選ばれている「学際領

域展開ハブ形成プログラム」に日下教授が分担者として参画している。ドアン准教授は、オ

ーストラリアの Queenslands 大学が代表となる国際的なプロジェクト E -Dengue および環境

省の環境研究総合推進費「気候変動下で激甚化する都市型水害の低減に向けた都市型豪雨の

モデル精緻化と不確実性の低い予測技術の開発（代表・埼玉県環境科学国際センター 河野な

つ美）」に分担者として参画している。 

国際連携としては、ベトナム国家大学ハノイ自然科学大学、ハノイ科学技術大学、ベルギ

ー王立気象研究所、アリゾナ州立大学都市気候研究センター、ソフィア大学の GATE 研究所

と連携協定を結んでいる。欧米を代表する都市気候研究拠点と共同研究を行っていることに

なる。このほかにも、研究者間交流としてアジア、欧米、オセアニアなど、世界各地の研究機

関と連携している。特にドアン准教授は、現在、世界気象機関（WMO）傘下の気候研究プロ

グラム（WCRP）のイニシアチブである My Climate Risk 日本ハブの代表を務めるとともに、

気候ダウンスケーリングイニシアチブである CORDEX にも積極的に関与している。さらに、

ドアン准教授は、現在策定が進められている IPCC 特別報告書『気候変動と都市（Climate 

Change and Cities）』のスコーピング会合に招待され、その後、主任著者（Lead Author）に選

出された（世界約 50カ国から選ばれた 100 名程度の専門家の一人であり、日本からはわずか

4 名）。これは、同氏の都市気候変動分野における国際的な貢献の大きさを示すものである。 

― 156 ―

筑波大学 計算科学研究センター 令和 6年度 年次報告書



筑波大学 計算科学研究センター 令和６年度 年次報告書 
 
 

 - 157 -  
 
 

この部門のユニークな社会貢献として、筑波山神社と共同で筑波山頂の気象観測所を運営

がある。この取り組みは筑波大計算科学研究センター・気象庁気象研究所・国立環境研究所

との 3 機関共同研究につながり、令和 5 年度から開始した雲物理過程とエアロゾルの関係を

調査する科研費基盤研究 S（代表・気象研究所梶野瑞王主任研究官)の発足に貢献した。産学

連携として、竹中工務店技術研究所や風力発電事業者であるユーラスエナジーとの共同研究

がある。また、気象業務支援センターを通じて、JICA のプロジェクトに参画し、東南アジア

の気象庁などの人材育成にも貢献している。また、JST のプログラムであり本学全体で取り

組んでいる「つくば SKIP アカデミー」の代表を日下教授が務めるなど、将来の日本の科学研

究者の育成にも貢献している。CCS 内での連携としては、朴教授のグループとの City-LES の

GPU 化に関する共同研究、天笠教授グループとの機械学習に関する共同研究、北原教授グル

ープとの孤立峰の上空にできる雲の位置や大きさの推定に関する共同研究がある。また、天

笠教授のグループと共同で、気象庁の GPV データや JRA55 長期再解析データの配信を行い、

社会貢献をしている。 

 

33..  研研究究成成果果 

[[11]]  数数値値モモデデルル開開発発のの研研究究 

本研究は、都市域における都市スケールから都市街区スケールの現象をシミュレートす

る、最先端のマルチスケール都市気候モデル「City-LES Model Version 2.0」を新たに開

発した。V2.0では人工排熱やドライミストの取り扱いが向上し、複数の新たな側方境界条

件が開発・導入されている。東京を対象とした実証実験において、City-LES V2.0はビルに

よる強風域や弱風域、地表面温度の空間的不均一性などの現地で観測された地上気象の特

徴を精緻に再現し、このモデルが都

市の熱環境を高精度にシミュレー

トできることが実証された。この他

にも、中立成層境界層におけるサー

マル、都市キャノピー上の乱流のコ

ヒーレント構造など、さまざまな数

値実験を通じてモデルの基本性能

が検証された。本モデルは、都市気

候学における基礎的および応用的

な研究に貢献するコミュニティツ

ールとしての活用が期待される。   

図 1. City-LES の出力例。カラーは湿球黒球温度（WBGT）を意味し、暖色ほど温度が高く、

寒色ほど温度が低い。（Kusaka et al. 2024 より） 
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[[22]]  ��EEWW44AA��ddgg 

都市ヒートアイランド現象（�	
）と熱¢（	�）との相互作用については、Z然としてÎ

Íが¿いている。本研究ではDレーシアのÝ都pであるクアラルンプール都市p（���）お

よびそのmÑ地域で発生したßつの 	� イベントを対象に、�	
 と 	� の相互作用をÌ�し

た。観測およびシEGレーシIンのN�において、	� �間中に �	
強度（�	

）がK�す

る_向が�らかとなり、特に ���� �ではÜ著な�­が観察された。これにより、���にお

いて �	
と 	�の間に�確な相乗効果が存在することが実Ëされた。この研究は、特に都市

É画の分野において有益な知見を提供する可Ã性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[[33]]  >>oo\\^̂~~ff��??������qq77FF##��ンン  ��ーー**ンン��IIXX������ �����
� �����
��

����� �����
������ ������������aa��==��DD�� 

本研究では、地表¦理過程に基づく�たな気候ダウンスケーリング枠½'である Land 

)ur8a5e Physi5s-4ased DoIns5aling（L)P-D)）を提案・実装した。従�の気候ダウンスケーリン

グは主にe学的手法と統É的手法に大別される。本研究では&ず、東R都心を対象に L)P-D)

を適用し、夏季の暑熱環境をb現した。その結果、都市ヒートアイランド強度のµ間分布を

図 2.熱波期間中（HW）およびその前後(PPHW)での、クアラルンプール都市圏（GKL）におけ

る夜間の UHI 強度（UHII）の空間分布。上段は CASE 1、下段は CASE 2 をそれぞれ示してい

る。黒い円は都市中心部の位置を示すマーカーとして用いられている。（Syed Mahbar and 

Kusaka, 2024 より） 
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高精度でb現し、観測値とのp合性はe学的ダウンスケーリングと同©のレベルにÎした。

本手法は、さらに、WMO の CORDEX の枠½'を活かし、Dニラ、ハノイ、クアラルンプー

ル、ジFカルタなどアジアの主要都市�と展開された。各地の研究機関との連携のもとで、

高解,度の都市気候データが生成され、都市?有の気候リスク»%の基®として活用されて

いる。1�て、
0
4� 5wにはクアラルンプールにて L)P-D) のトレーニング�ークシI�

プを開+し、東南アジア地域における人�Â成と知À共有にも貢献した。 

 

[[��]]  VVRRAAkk��ddgg 

（a）�{学習による気候ダウンスケーリング 

本研究では、�'Ì'ニGーラル��ト�ーク（C$$）をzaした気候ダウンスケーリン

グ手法の開発を¼'た。低解,のb解�データ ����をaeとし、���により高解,度の気温

分布を出eする学習ア�リ
ムを�ªした。下>に示すよ�に ��� ダウンスケーリング結果

は、観測データに極めて類�しており、N所的な地形ZÛ*都市・|P域の気温�Óをb現

できていることが確¾された。この研究の`¯は、従�のe学的ダウンスケーリング*3«

な統Éダウンスケーリング手法と��て、機械学習によるアプローチが、精度・コスト・~

È性のÚで大きな利点をiつことを実Ëした点にある。�後は、¦理法0を±dした �
ア�

リ
ム*不確実性の定Ò化といった技術的なチFレンジにjり½'つつ、Ë�、Ô�、都市

É画など多分野�の�用展開を�jす。 

 

 

（4） )-)OM の�用とs4 

)-)OM は、̧ ¢大学で開発された自R½®化D�プ（)OM）手法の一¤である。従�の )OM

のÇØj�に代�てµ間�ÓをÑºする類�度をzaすることで、気象Aのト�ロジー*�

ターンのX相的特�をより]実に'iできるアプローチである。)-)OM は、6ウジアラ@ア

図 
.²®�É（C��）による´·aUン^ZーnンYのÅ度¯ÏのÆ¬。E�A� �Î«dー`

（�図）を��とし、ÓÀ²±のÜÎ�度Í¸dー`（�図）を§�dー`として C�� ldル

を�É<?B。中�は、aUン^ZーnンYÆ¬で5る。 

筑波大学 計算科学研究センター 令和 6年度 年次報告書

― 159 ―



筑波大学 計算科学研究センター 令和６年度 年次報告書 
 
 

 - 160 -  
 
 

における極端Õ水の�ターン分類に�用され、雨の発生�カニ
ム*²tとなる気象A�Ó

（#�ばÅ道¢、)¸風トラフのlÍなど）との関連を��にg出した（Luong et al, 
0
4）。

&た、アジアモンスーンの開u時�を定¯する�たな�法としても )-)OM が有効であること

が示され、従�の¬Þ的なj�よりもU域Aに基づくI観的・�Ó的定¯が可Ãであること

を�らかにした（�ui et al, 
0
4a, 
0
44）。 

)-)OMは現在、��な研究機関*国際共同プロジェクトにおいてもzaが進められており、

気象*気候的な現象の分類など、��な�用が�待されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

	�
  気気候候とと**VVのの学学  的的、、国国際際的的なな研研究究とと²²会会実実装装  

気象変化*気候変動に��b}�リスクに対するr�Áe・予Ô��シス<ムの�ªが、

¸¢大学を:	国際・学際共同チームによって実qされた。この成果は、
0
5 �に $ature 

Communi5ations ½にmÊされた。本研究では、「+se8ul（有用）」「+sa4le（"い*すい）」

「+sed（実際に"われる）」とい� �-+ i0に基づく�Ö的アプローチをk用。予測モデル

（気象・¶生統合）、Hー�ー向けのモ�イルアプリ・ソフトウェア、そして現地でのÕ用可

Ãなr�Á報;ールの開発を連携的に進めた。�後は、同�の枠½'をTの気候関連リスク

（熱¢・�水・Ë��害など）�hXし、各国の'*o策と連動した²会実装�と展開して

いく可Ã性が�待される 

 

 

 

 

 

 

図 4.[U]アラgアにおける°ÄÚµf`ーンの S�S�M 分ÛÆ¬。ÚµxÑと´Ñ�f`

ーンとの�¢Ù}をÅÇに�Ì�している。 
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		..  LLll 

日下研究J（�
 名）Þ 

  D�   ÚO¦大、Óy\V、!andam4ige Thisara Lakshan )athsara、Ling4o Xue、中村�_、

 Angela Monina Ti5o4ay Magnaye、)hari8ah �aridah �inti )yed Mah4ar 

D
 ~µÎÃ 

D1 ��n� 

M
  H(<Ã、�Âc人、Ù田-T、大野;W、高田�Ü、高��、�µ（z|）理�、 

.y�w、�o Pang 

M1 1µa!、K|°D、×Â部&、�B°_、z本現、|6あい、ßQ5V、9Q�、 

�Ð�、!a /uen C�E$G、Muhammad Agung )aid 

�4 �本Ý、野本実E、�浅¶ 

 

ドアン研究J（4 名）Þ 

�4 中村�Ã、ハリントン角v¥^、¨Q� 、Paudel A5hyut 

 

東R大学理学研究科・×中¿¯ 日下博幸 

ベトナム国家大学日Æ大学・×中¿¯ 日下博幸 

つくば )!IP アカデEー・¿¯ 日下博幸 

 

 

 

 

図 �.�a.ure C+))un&!a.&+ns ¥Ò3
�U アプpーb4に�C:´�ÙÔ¤­¾¨期Ð�\^

ckの×¿とÔ¦�Ây�Ë。w¸ldル（Use$u(）8ら_heUVアrアプn×¿（Usab(e）、

¨期Ð�\^ckと»�~��¢（Used）Mでを段階的に±築する 
�U 原則のhレーkワー

クを示す。 
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112 
0
4�度日本気象学会Ä、日下博幸、都市気象・気候とN地気象に関する現象�カニ


ムの解�と数値モデルの高度化、
0
4� 5w 
4 日 

1
2 
1st Con8eren5e on Mountain Meteorology Outstanding Presentation AIard, �irotaka A4e, 

�iroyuki !usaka, /asuhiko ALegami, �ideyuki Tanaka, The Three-Dimensional )tru5ture o8 

Lo5al Winds �Rokko-oroshi� in  aBan under ,arious Pressure Patterns, 
0
4� �w 
6 日 

1�2 § �=都市極端気象シン�ジウム
§ 
0=8風研究会-¡発表Ä、z本現・高�日出�・

日下博幸、夏季ut日の地K気象観測に基づく、人~³グラウンド・t然³グラウンド

における暑熱環境»%、
0
4� �w 1�-1� 日 

142 § �=都市極端気象シン�ジウム
§ 
0=8風研究会-¡発表Ä、Ù田-T・日下博幸、

数値シEGレーシIンを用いた対流性Õ水に対する都市のZÛについての研究、
0
4�

�w 1�-1� 日 

152 § 6� =日本生気象学会学生発表コン<スト-¡Ä、z本現・日下博幸、夏季ut日の

地K気象観測に基づく、人~³グラウンド・t然³グラウンドにおける暑熱環境�É、


0
4� 11w 
�-
4 日 

162 日本気象学会 
0
4�度¢季大会z野Ä、Óy\V・日下博幸、L候�に発生するf総

不連¿線の£動�カニ
ム、
0
4� 1
w 1� 日 

1�2 日本気象学会 
0
4 �度¢季大会z野Ä、H(<Ã・日下博幸・�K�Y・田中´�、

さ& &な気@ÖÀにおける/�お
しの�次元�Ó、
0
4� 1
w 1� 日 

1�2 日本気象学会 
0
4�度¢季大会z野Ä、大野;W・日下博幸、寿都だしの気候学的特

�と � 次元�Ó、
0
4� 1
w 1� 日 

1�2 日本気象学会 
0
4�度¢季大会z野Ä、高��・中村祐輔・日下博幸、日本の都市に

おける Lo5al Climate 0one D�プの作成、
0
4� 1
w 1� 日 

1102 日本気象学会 
0
4�度¢季大会z野Ä、z本 現・日下博幸、人~³グラウンドにおけ

る暑熱環境»%、
0
4� 1
w 1� 日 

1112 地球学類×Ä・つくばスカラシ�プ大学院進学奨励奨学金、�本Ý、
0
5� �w 
5 日 

11
2 
0
4 �度日本気象学会�野Ä、ドアン グアン ヴァン、都市が熱帯地域のN地気候に

与�るZÛ4び都市気候変動に関する研究、
0
4� 5w 
4 日 

  

@@��zz��  

112 株式会²Hーラス0ナジーホールディングス 共同研究, 日下博幸（代表）, 
0
4� 6

w～
0
5� �w,156万円, 風e発Ùの風車高{化を見据�た風速の鉛直プロファイル

の推定精度高度化 
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[2] 株式会社竹中工務店技術研究所 共同研究, 日下博幸（代表）, 2024 年 4 月～2025 年

3 月, 22 万円, 気象分野のデータ同化技術の建築分野数値シミュレーション技術への

適用に関する共同研究 

[3] 国立研究開発法人科学技術振興機構 経済安全保障重要技術育成プログラム（基金）, 

日下博幸（分担）, 2024 年 4 月～2025 年 3 月, 543.4 万円, 低高度 4 次元高精細気象予

測運用化の研究開発 

[4] 日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(S), 日下博幸（分担）, 2023 年 4 月

～2028 年 3 月, 1066 万円 , 2024 年度（2024 年 4 月～2025 年 3 月 780 万円）,低高度

孤立峰を利用した多角的観測に基づく非線形気象化学過程のシームレスな理解 

[5] 日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(C), 日下博幸（代表）, 2024 年 4 月

～2028 年 3 月, 468 万円 , 2024 年度（2024 年 4 月～2025 年 3 月 117 万円）,東南アジ

アの発展する都市における極端高温・短時間強雨とヒートアイランドの相互作用 

[6] 独立行政法人環境再生保全機構 環境研究総合推進費 日下博幸（分担） , 2023 年 4

月～2026 年 3 月, 3120 万円, 2024 年度(2024 年 4 月～2025 年 3 月 1040 万円), 全国主要

都市に対する暑熱・強風・雪の気候変動脆弱性アトラスの作成 

[7] Wellcome Trust, The University of Queensland, 共同研究費, Doan Quang Van（分担）, 2023

年 9 月～2028 年 9 月,  9,112,020 円, 2024 年度(2024 年 4 月～2025 年 3 月 1,642,027 円) 

A user friendly digital prediction tool for dengue prevention 

[8] 独立行政法人環境再生保全機構 環境研究総合推進費 Doan Quang Van（分担）,2024 年

4 月～2026 年 3 月, 286 万円,2024 年度(2024 年 4 月～2025 年 3 月 143 万円) 「気候変

動下で激甚化する都市型水害の低減に向けた都市型豪雨のモデル精緻化と不確実性の

低い予測技術の開発」 

  

知知的的財財産産権権  

なし 

 

66..  研研究究業業績績 

((11))  研研究究論論文文  

AA))  査査読読付付きき論論文文  

[1] Magnaye. A. M. T., & Kusaka. H., 2024. Potential effect of urbanization on extreme heat events 

in Metro Manila Philippines using WRF-UCM. Sustainable Cities and Society. IF 10.5 

[2] Magunaye, A. M. T. & H. Kusaka, 2025. Enhancing numerical simulation accuracy for extreme 

heat events in Metro Manila. SOLA. IF 1.9 
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1�2 Mah4ar, )	 �	 �	 )	, � !usaka, �	 
0
4	 )ynegisti5 Intera5tions 4etIeen ur4an heat islands and 

heat IaHes in the greater !uala LumBur and surrounding areas	  International  ournal o8 

Climatology	 I� �	6 

142 Mah4ar, )	 �	 )	, � �	 !usaka, 
0
4� +r4anisation in5reases 5loudiness oHer Greater !uala 

LumBur during southIest and northeast monsoons	 Weather	 I� 1	� 

152 $akamura, /	, /	 Asano, A	 )uLuki-Parker, � !usaka, �	 
0
4	 ,eri8i5ation o8 heat stress 

mitigation e88e5ts 4y +, Barasols using +TCI o4serHations and tehermal sensory Cuestionnarire 

surHey	 �uilding and EnHironment	 I� �	1 

162 Xue, L	, '	 ,	 Doan, �	 !usaka, C	 �e, � �	 Chen, 
0
4	 	 Insights Into +r4an �eat Island and 

�eat WaHes )ynergies ReHealed 4y a Land-)ur8a5e-Physi5s-�ased DoIns5aling Method	 

 ournal o8 GeoBhysi5al Resear5h� AtmosBheres	 I� �	� 

1�2 Xue, L	, '	 ,	 Doan, �	 !usaka, C	 �e, � �	 Chen, 
0
5	 Land-sur8a5e-Bhysi5s-4ased 

doIns5aling Hersus 5onHentional dynami5al doIns5aling 8or high-resolution ur4an 5limate 

5hange in8ormation� The 5ase study o8 tIo 5ities	 +r4an Climate	 I� 6	0 

1�2 A4e, �	, �	 !usaka, /	 ALegami, � �	 Tanaka, 
0
5	 )Batial )tru5ture o8 Lo5al Winds �Rokko-

oroshi� reHealed 4y DoBBler lidar O4serHation and WR� )imulation	 AtmosBheri5 )5ien5e 

Letters	 I� 
	0 

1�2 )athsara, !	 T	, � �	 !usaka, 
0
5	 ImBa5t o8 high-resolution land use data on numeri5al 

simulations o8 Colom4oSs thermal enHironment during heatIaHes	 Theoreti5al ABBlied 

Climatology	 I� 
	� 

1102 Takane, /	, /	 !ikegaIa, !	 $aka<ima, � �	!usaka, 
0
4� )L+CM��EM �H1	0�� A simBle 

Barameterisation 8or dynami5 anthroBogeni5 heat and ele5tri5ity 5onsumBtion in WR�-+r4an 

�H4	�	
�	 Geos5ienti8i5 Model DeHeloBment	 I� 4	0 

1112 )ato, T	, �	 �ino, � �	 !usaka, 
0
4� )eBarating ur4an heat island 5ir5ulation and 5onHe5tiHe 

5ells through dynami5 mode de5omBosition	 AtmosBheri5 )5ien5e Letters	 I� 
	0 

11
2 !usaka, �	, R	 Ikeda, T	 )ato, )	 IiLuka, � T	 �oku, 
0
4� DeHeloBment o8 a Multi-)5ale 

Meteorologi5al Large-Eddy )imulation Model 8or +r4an Thermal EnHironmental )tudies� The 

QCity-LE)R Model ,ersion 
	0	  ournal o8 AdHan5es in Modeling Earth )ystems	 I� 4	4 

11�2 Phung D, ColNn-GonLMleL �, Wein4erger D, �ui ,, $ghiem ), Chu C, Phung �, ,u $, Doan 

',, �ashiLume M, Lau C, Reid ), Phan L, Tran D, Pham CT, Do ', Du4roI R	 
0
5	 

AdHan5ing AdoBta4ility and )ustaina4ility o8 Digital Predi5tion Tools 8or Climate-)ensitiHe 

In8e5tious Disease PreHention and Control	 $ature Communi5ations �a55eBted, in Bu4li5ation� 
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1142 Xue L, Doan '-,, !usaka �, �e C, Chen �	 
0
5	 Land-sur8a5e-Bhysi5s-4ased doIns5aling 

Hersus 5onHentional dynami5al doIns5aling 8or high-resolution ur4an 5limate 5hange 

in8ormation� The 5ase study o8 tIo 5ities	 +r4an Climate, 

httBs�

doi	org
10	1016
<	u5lim	
0
4	10


�	 

1152 Xue L, Doan ',, !usaka �, �e C, Chen �	 
0
4	 Insights Into +r4an �eat Island and �eat 

WaHes )ynergies ReHealed 4y a Land-)ur8a5e-Physi5s-�ased DoIns5aling Method	  ournal o8 

GeoBhysi5al Resear5h� AtmosBheres, 1
��1��	 httBs�

doi	org
10	10
�

0
� D0405�1	 

1162 �ui MT, Doan '-,, $guyen !-C, Phan-,an T, Trinh-Tuan L, Cong T, Trinh-Minh $	 
0
4	 

Determining the onset o8 summer rain8all oHer ,ietnam using sel8-organiLing maBs	 Climate 

Dynami5s, 6
���� �1��P�
06	 httBs�

doi	org
10	100�
s00��
-0
4-0���5-J	 

11�2 �ui MT, $guyen !-C, Doan ',, Phan-,an T, Cong T, Trinh-Minh $	 
0
4	 An aBBli5ation o8 

5luster analysis in inHestigating 5hara5teristi5s o8 the )outh and )outheast Asian monsoon onset 

in E$)O years	 )OLA	 httBs�

doi	org
10	
151
sola	
0
4-051	 

11�2 Langendi<k G), �alenka T, �o88mann, Doan ',, et al		 
0
4	 ToIards 4etter understanding 

the ur4an enHironment and its intera5tions Iith regional 5limate 5hange - The WCRP CORDEX 

�lagshiB Pilot )tudy +R�-RCC	 +r4an Climate, 5�� 10
165	 

httBs�

doi	org
10	1016
<	u5lim	
0
4	10
165	 

11�2 Luong TM, Dasari �P, Doan ',, AlduIais A!, �oteit I	 
0
4	 OrganiLed Bre5iBitation and 

asso5iated large-s5ale 5ir5ulation Batterns oHer the !ingdom o8 )audi Ara4ia	 International 

 ournal o8 Climatology	 httBs�

doi	org
10	100

<o5	�5
4	 

1
02 $guyen T�, Doan ',, !han A, Derdouri A, Anand P, $iyogi D	 
0
4	 The Botential o8 

agri5ultural and liHesto5k Iastes as a sour5e o8 4iogas in ,ietnam� Energeti5, e5onomi5 and 

enHironmental eHaluation	 ReneIa4le and )ustaina4le Energy ReHieIs, 1��� 114440	 

httBs�

doi	org
10	1016
<	rser	
0
4	114440	 

 

����  QQtt[[��uuNN  

なし 

 

��22��  ==��33wwaaoo  

����  JJGGvvZZ  

 なし 

����  //mmvvZZ  

112 Asano, /	, /	 $akamura, �	 !usaka, 
0
4� ImBroHing Iind and thermal enHironment 

reBrodu5i4ility o8 large eddy simulations using IindIard Herti5al Iind Bro8ile o4serHations	 
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The 4th Asian Con8eren5e on Meteorology �ACM� 
0
4, Tsuku4a, I4araki,  aBan	 1�-
0 

$oHem4er 
0
4	 

1
2 !udo, T	, �	 !usaka, 
0
4� Whi5h do the 4ene8i5ial lo5al Iinds o8  aBan �O4onaidashi� 4ring 

Iarmth or 5oolness�	 The 4th Asian Con8eren5e on Meteorology �ACM� 
0
4, Tsuku4a, 

I4araki,  aBan	 1�-
0 $oHem4er 
0
4	 

1�2 Magnaye, A	 M	 T	, �	 !usaka, 
0
4� Assessing the ImBa5t o8 +r4aniLation on EJtreme �eat 

EHents in Metro Manila +sing WR�-+CM	 The 4th Asian Con8eren5e on Meteorology �ACM� 


0
4, Tsuku4a, I4araki,  aBan	 1�-
0 $oHem4er 
0
4	 

142 )athsara, !	 T	 L	, �	 !usaka, 
0
4� EHaluating the a55ura5y o8 the WR� model using 

highresolution L+LC data during heat IaHes in Colom4o	 The 4th Asian Con8eren5e on 

Meteorology �ACM� 
0
4, Tsuku4a, I4araki,  aBan	 1�-
0 $oHem4er 
0
4	 

152 Xue, L	, '	 ,	 Doan, �	 !usaka, C	 �e, �	 Chen, 
0
4� A noHel doIns5aling aBBroa5h 8or 

ur4an 5limate� Land-sur8a5e-Bhysi5s-4ased doIns5aling	 The 4th Asian Con8eren5e on 

Meteorology �ACM� 
0
4, Tsuku4a, I4araki,  aBan	 1�-
0 $oHem4er 
0
4	 

162 A4e, �	, �	 !usaka, /	 ALegami, �	 Tanaka, 
0
4� The 5limatologi5al 8eatures and three-

dimensional stru5ture o8 lo5al Iinds �Rokko-oroshi� in  aBan	 The 4th Asian Con8eren5e on 

Meteorology �ACM� 
0
4, Tsuku4a, I4araki,  aBan �Poster�	 1�-
0 $oHem4er 
0
4	 

1�2 Aota, /	, �	 !usaka, 
0
4� ImBa5t o8 ur4an areas on 5onHe5tiHe Bre5iBitation in the !inki 

region	 The 4th Asian Con8eren5e on Meteorology �ACM� 
0
4, Tsuku4a, I4araki,  aBan 

�Poster�	 1�-
0 $oHem4er 
0
4	 

1�2 �ase4e, )	, �	 !usaka, 
0
4� The imBa5t o8 ur4aniLation on Bre5iBitation in �o Chi Minh City, 

,ietnam	 The 4th Asian Con8eren5e on Meteorology �ACM� 
0
4, Tsuku4a, I4araki,  aBan 

�Poster�	 1�-
0 $oHem4er 
0
4	 

1�2 Itani, !	, �	 !usaka, 
0
4� Chara5teristi5s o8 the lo5al Iind �Watakushi-kaLe� in +Ia<ima 

City, Ehime Pre8e5ture	 The 4th Asian Con8eren5e on Meteorology �ACM� 
0
4, Tsuku4a, 

I4araki,  aBan �Poster�	 1�-
0 $oHem4er 
0
4	 

1102 Matsumoto, G	, �	 Takahashi, �	 !usaka, 
0
4� EHaluation o8 heat enHironment on arti8i5ial 

tur8 grounds	 The 4th Asian Con8eren5e on Meteorology �ACM� 
0
4, Tsuku4a, I4araki,  aBan 

�Poster�	 1�-
0 $oHem4er 
0
4	 

1112 Ohno, T	, �	 !usaka, 
0
4� )tudy on lo5al Iinds Q)uttsu-dashiR 5limatologi5al and 5ase study	 

The 4th Asian Con8eren5e on Meteorology �ACM� 
0
4, Tsuku4a, I4araki,  aBan �Poster�	 

1�-
0 $oHem4er 
0
4	 
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11
2 Pang, �	, �	 !usaka, 
0
4� Predi5ta4ility o8 atmosBhere loI Hisi4ility eHents using ML-4ased 

algorithm	 The 4th Asian Con8eren5e on Meteorology �ACM� 
0
4, Tsuku4a, I4araki,  aBan 

�Poster�	 1�-
0 $oHem4er 
0
4	 

11�2 )engoku, !	, �	 Takahashi, 
0
4� ,arious stru5tures o8 the 5old-air damming in the !anto 

Plain 4ased on the sur8a5e Iind 8ield	 The 4th Asian Con8eren5e on Meteorology �ACM� 
0
4, 

Tsuku4a, I4araki,  aBan �Poster�	 1�-
0 $oHem4er 
0
4	 

1142 Taka4atake, R	, /	 $akamura, �	 !usaka, 
0
4� Creation o8 lo5al 5limate Lone maBs 8or 

 aBanese 5ities	 The 4th Asian Con8eren5e on Meteorology �ACM� 
0
4, Tsuku4a, I4araki, 

 aBan �Poster�	 1�-
0 $oHem4er 
0
4	 

1152 )yed Mah4ar, )	 �	, �	 !usaka, 
0
4� )ynergy 4etIeen ur4an heat island and heat IaHes� The 

Greater !uala LumBur, Malaysia	 The 4th Asian Con8eren5e on Meteorology �ACM� 
0
4, 

Tsuku4a, I4araki,  aBan �Poster�	 1�-
0 $oHem4er 
0
4	 

1162 A4e, �	, �	 !usaka, �	 Takana, /	 ALegami, 
0
4� The Three-Dimensional )tru5ture o8 Lo5al 

Winds �Rokko-oroshi� in  aBan under ,arious Pressure Patterns	 
1st Con8eren5e on 

Mountain Meteorology �Ameri5an Meteorologi5al )o5iety�, �oise, Idaho, The +	)	 

-
6  uly 


0
4	 

11�2 !usaka, �	, $	 Takada, T	 !odama, R	 Matsuyama , 
0
4� +nderstanding the �ormation o8 

�Tsurushi Clouds� around Mt	 �u<i� E88e5ts o8 Wind )Beed and �umidity on the Altitude and 

Thi5kness o8 the Clouds	 
1st Con8eren5e on Mountain Meteorology �Ameri5an 

Meteorologi5al )o5iety�, �oise, Idaho, The +	)	 

-
6  uly 
0
4	 

11�2 Matsuyama, R	, �	 !usaka, 
0
4� The In8luen5e o8 Mountain �eight on Tsurushi Clouds 

�ormation� A ComBaratiHe )tudy o8 Mt	 �u<i and Mt	 IIaki	 
1st Con8eren5e on Mountain 

Meteorology �Ameri5an Meteorologi5al )o5iety�, �oise, Idaho, The +	)	 

-
6  uly 
0
4	 
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����  JJGGvvZZ  

なし 

����  ����11��aaoo  

なし 

 

��		��  nnOO��qqssrr00hh  

1	 高�生の地理総合, �国書院（日下） 


	 �#高©地>*�国書院（日下） 
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��..  `̀99����||KK--__AABB||KK--==��||KK--==��YY::hh 

`̀99����||KK��!!ンン""ーー88@@��  

・ 高性ÃÉºシス<ム研究部門との連携Þ都市Çg気象 LE) モデルの高速化 （日下） 

・ Éº�ディア分野との連携Þ画,を用いたØのXÀと形�の特定 （日下） 

・ �報Ò\分野��報Ò\機��との連携ÞØのリアルタイム観察（日下） 

・  

__AABB||KK  

・ ¶中~務�との共同研究 （日下） 

・ Hーラス0ナジーとの共同研究（日下）  

 

 

==��||KK--==��YY::  

・ ベトナム国家大学ハノイ自然科学大学�,+$
�+)�と本センター間の協定 （日下）  

・ ハノイ科学技術大学�+)T��と本センター間の協定 （日下）  

・ アリゾナ州立大学�+CRC�と本センター間の協定 （日下）  

・ 日Æ大学�,$+, ベトナム�との連携 （日下）  

・ アジア~科大学院�Asia Institute o8 Te5hnology, タイ�との連携 （日下） 

・ ベルギー王立気象研究所�Royal Meteorologi5al Institute, �elgium, ベルギー�と本センター

間の協定 （日下） 

・ $ational Center 8or AtmosBheri5 Resear5h �+)A�との連携 （日下、Doan） 

・ Centre 8or Climate Resear5h )ingaBore �)ingaBore�との連携 （Doan） 

・ $ational +niHersity )ingaBore �)ingaBore�との連携 �Doan� 

・ +niHersity o8 Cal5utta �India�との連携 （Doan） 

・ +niHersity o8 TeJas at Austin �+)A�との連携 （Doan） 

・ ,ietnam $ational +niHersity �,ietnam�との連携 （Doan） 

・ �o Chi Minh City Medi5ine and Pharma5y +niHersity �,ietnam�との連携 （Doan） 

・ Gri88ith +niHersity �Australia�との連携 （Doan） 

・ +niHersity $eI )outh Wales �Australia�との連携 （Doan） 

・ Thuyloi +niHersity �,ietnam�との連携 （Doan） 

・ !ing A4dullah +niHersity o8 )5ien5e and Te5hnology �)audi Ara4ia�との連携（Doan）  

  



..  ��ンン&&����''��ddgg33��  ��ーー++hh����66CCjj 

    なし 
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・ 地球科学学XプログラムU報�員×（日下） 

・ 全学学生生活��J員（日下） 

・ 自然�学類Éº機�員（日下） 

・ Éº科学研究センターÉº科学�!J員（日下） 

・ Éº科学研究センター�理�員会�員（日下） 

・ Éº科学研究センター地球環境研究部門主任（日下） 

・ つくば )!IP アカデEープログラムリーダー（日下） 

 

11��..  ee33yy]]--==��yy]] 

・ 東R都 環境ZÛ»%
Î会�員 （日下） 

・ 環境省 熱中�予Ô対策に$する効果的な�報発\に関する�"会�員 （日下） 

・ 環境省 気候変動適�におけるU域アクシIンプラン策定P�全国アド�イ�ー （日

下） 

・ 熱中�予Ô
かけプロジェクト 実行�員 （日下） 

・ 日本学術会Î 自然地理学環境Ô���員会�員 （日下） 

・ 日本ヒートアイランド学会 理P （日下） 

・ 気候ZÛ・利用研究会 �P （日下） 

・ 日本気象学会 ¿��画�員（日下） 

・ 気象�務��センターおよび  ICA をÒしてのインド�シア気象気候地球¦理�

（�M!G）の人�Â成協e（日下） 

・ ア�リカ気象学会都市環境部会（�oard on +r4an EnHironment）�員（Doan） 

・ 世界気象気候（WMO）世界気候研究プログラム（WCRP）My Climate Risk 日本ハブ 

代表（Doan） 

・ 世界気象気候（WMO）世界気候研究プログラム（WCRP）CORDEX )outheast Asia 

都市気候研究グループ 代表（Doan） 

 

1111..  ����11 

なし 
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